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曾
計
皐
に
於
げ
る
取
引
の
概
念
と
形
態
・
:
純
一
御
手
士
一
時

米
国
新
産
業
政
策
の
一
断
面
・
:
・
:
;
:
・
経
済
?
士
大

資
本
蓄
積
率
嬰
化
論
補
遺
・
将
二
四
月
十
十
一
柴

揖
眠 研

川

虎

三

塚

一

朗

旧

敬

売

グ
ソ
ト
ウ
ィ
ル
に
閲
す
る
一
研
究
:
:
・
-
-
:
・
経
漕
皐
士
一
熊
本
吉
郎

本
邦
製
紙
業
以
混
合
企
業
ヰ
早
純
企
業
:
・
師
二
御
率
士
回
杉
競

附

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



グ
ッ
ト
ウ
イ
ル
に
闘
す
る
一
研
究

言~

:1e: 

グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
に
閲
す
る

一
研
究
l
lグ
ロ
ス
?
ン
戦
授
の
研
究
の
紹
介
|
|

!?信

;t 

白日

士
口

Iま

し

泊五

き

無
形
財
産
の
一
の
重
要
な
る
部
分
と
し
て
、
グ
ッ
ト
ク
ィ
ル

(CSLJE)
友
る
も
の
が
あ
る
。
我
園
に
於
て
、
通
常
、
暖
簾

と
稽
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
が
と
れ
で
あ
る
。
而
し
て
、
と
の
ダ

ッ
ト
ワ
イ
ル
が
.
企
業
に
存
在
す
る
と
と
は
‘
一
般
に
一
認
め
ら
れ

て
居
る
。
併
し
乍
ら
、

グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
は
、
今
日
、
曾
計
撃
の

領
域
に
於
て
も
、
依
然
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
居
る
。
そ
れ
は
、

特
に
〆
ッ
ト
ウ
ィ
ル
の
貸
借
針
照
表
記
載
能
力
の
有
無
並
に
企

業
の
評
債
に
闘
し
て
で
る
る
。
が
そ
れ
を
解
決
す
る
震
に
は
、

第
一
二
十
八
巻

穴
一

O

第

ま虎

一
三
人

夏
に
根
本
的
忙
、
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
本
質
、
即
ち
そ
の
概
念
内

容
が
究
明
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
が
、
そ
れ
も
街
ほ
種
A
H

の

兎
解
の
下
に
鶴
一
す
る
所
伝
き
が
如
ぐ
で
あ
る
。
我
固
に
於
て

も
凡
ゆ
る
曾
計
曲
申
書
に
於
て
、
そ
の
内
容
の
一
部
と
し
て
取
扱

は
れ
て
居
る
ほ
か
に
、
最
近
U

著
書
に
叫
論
文
に
、
そ
の
研
究

が
公
に
さ
れ
て
居
る
。
が
、
と
れ
ら
の
著
書
叉
は
論
文
に
於
け

る
解
明
は
、
必
や
し
も
我
闘
の
も
の
一
汗
り
で
は
な
〈
、
諸
外
周

の
文
献
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
が
a

未
だ
明
確
な
結
論
に
遣
し

て
居
る
と
は
い
ひ
得
た
い
。

と
の
時
に
営
り
、

最
近
の
狽
乙
の
経
替
経
済
雑
献
に
出
・

c
s
a
B胆ロロ
教
授
が

問
。

Z
円吉
z'宮
川
「
叫
包
》
口
一
担
。

N
出
「

ハ
Z
m
z
o

円

roo-oza円
F
E
z
-
d
L
Z
r
z
ω
円

F
O
D
-
-
伊豆
E
E
=
明
言
。
g門ア

三

=vた
る
標
題
を
以
て
、
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
に
闘
す
る
一
研
究
を

議
表
せ
ら
れ
て
居
る
。

こ
の
論
文
に
於
け
る
教
授
の
所
設
が
線

て
を
解
明
し
翠
せ
る
も
の
と
は
勿
論
稿
し
難
〈
、
種
h
H

の
快
賭

を
も
っ
て
は
居
る
。
け
れ

E
も
、
，
ク
ヴ
ト
ク
f

ル
に
封
ず
る

の
見
方
と
し
て
参
考
と
友
る
耕
も
多
い
。
敢
に
毅
授
の
見
解
に

ワ
い
て
以
下
街
輩
に
紹
介
し
ゃ
う
と
忠
ふ
。
但
し
、
こ
の
論
文

高潮荘太郎教授、暖艇の研究
高齢教授無形財産自貸借野照表能カ、輝借緩滞研究、第6情。中酉教授、
企業の評使、纏理事暴論集第3巻第5銃。金淘崎、唆車産と超過i枕金カとの関係に
う V、で、明大経済論叢第四巻第 2 覇軍。今井j~、媛厳に閥ずる輝替紐涛撃的見
方 (Mohrの著書の紹介)曾計第33巻第2貴君。星野誠、税法上よ P見たる替業
構、曾計第33巻駕1，2， 3， 4盟主。
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は
四
簡
に
分
た
れ
、
第
一
節
に
は
英
図
及
び
ア
メ
リ
カ
流
の
見

解
並
に
従
来
の
濁
乙
の
見
解
に
よ
る
、
資
本
還
元
さ
れ
た
る
超

油
収
益
左
し
て
の
グ
ッ
ト
ク
ィ
ル
、
第
二
節
に
は
本
研
究
に
基

〈
給
付
に
依
存
す
る
附
加
牧
盆
と
し
て
の
給
付
制
約
的
ダ
ッ
ト

ウ
ィ
ル
、
第
三
節
に
は
，
ク
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
減
償
鎗
却
、
第
四
節

に
は
破
産
に
於
け
る
グ
ヅ
ト
ク
ィ
ル
が
取
扱
れ
て
居
る
が
、
本

ク
ッ
ト
ク
ィ
ル
の
概
念

稿
に
於
で
は
、
第
二
の
部
分
、
部
ち
、

規
定
K
闘
す
寸
心
部
介
ド
り
い
て
の
み
招
介
叫
ん
と
す
る
も
の
叩

あ
る
。

ー一
ヴ
ロ
ス
マ
シ
教
授
の
見
解

グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
に
就
て
、

ド
イ
ツ
に
於
て
は
、
二
つ
の
見
解

が
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
の
一
は
イ
ギ
リ
ス
流
の
良
好
友

る
偉
来
的
得
意
聞
係
と
見
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
は
ア
メ
リ

カ
風
の
資
本
還
元
さ
れ
た
る
超
過
牧
盆
と
見
る
見
解
で
あ
る
。

が
か
L

る
見
解
は
概
念
の
精
密
友
る
規
定
を
献
ぎ
、
特
に
猪
立

し
て
販
賀
す
る
と
と
の
不
可
能
友
る
性
質
が
考
慮
せ
ら
れ
て
居

友
い
黙
に
扶
陥
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

一
九
一
三
年
の
商
法

グ
ッ
ト
ウ
イ
ル
に
開
ナ
る
一
研
究

に
於
け
る
見
解
及
び
税
法
上
の
見
解
も
、
そ
の
根
本
的
成
立
動

機
が
見
逃
さ
れ
て
居
り
、
特
に
給
付
制
約
性
が
考
慮
せ
ら
れ
て

居
な
い
黙
に
一
一
般
陥
が
認
め
ら
れ
る
。
然
ら
ば
、
五
口
h

は
、
グ

ッ
ト
タ
イ
ル
の
概
念
を
如
何
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
か
。

I
、
根
本
的
積
極
的
概
念
特
徴

グ
ッ
ト
ク
f

ル
の
概
念
を
決
定
す
る
翁
の
必
然
的
保
件
と
し

て
、
次
の
間
つ
の
基
本
的
特
徴
が
泉
げ
ら
れ
る
。

ー目、
4
1
H
U
h
-
'
t
長

A

附
刊
力
'
計
止
ぃ
ノ
伯

A

P

 

Y

Aド

J
J
 

ル
が
存
私
す
る
と
と
か
也

h
』

句

ノ

1

r
 

と
の
阿
加
的
牧
毎
で
あ
っ
て
、
牧
径
を
獲
得
す

る
と
い
ふ
こ
と
が
、
グ
ッ
ト
ク
ィ
ル
の
概
念
構
成
に
勤
し
て
決

定
的
前
提
を
な
す
。
而
し
て
、
得
意
先
閥
係
と
か
、
超
過
利
動

一
不
す
も
の
は
、

は
決
定
的
概
念
特
徴
と
は
た
り
得
た
い
。
特
に
資
本
還
元
さ
れ

た
超
過
慣
値
は
、
附
加
的
牧
谷
が
、
あ
る
事
情
の
下
に
於
て
の

み
、
そ
れ
と
し
て
計
出
さ
れ
る
も
の
ず
あ
る
。

経
管叉
t亡
用グ
E九ツ

完;
るん
町は
似て 物

，一 見オ司容 と

ぞ五;
個荊
511) '~ 

的伝
自」全
は〆

義型
高言
なも

る
櫨
利
及
び
財
産
優
値
的
関
係
が
ダ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
を
生
ぜ
し
め

る
で
る
ら
う
が
、
そ
れ
は
ダ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
の
恭
礎
事
は
櫓
ひ
手

第
三
十
八
巻

占

ノ、

第
二
競

一
三
九
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グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
に
闘
す
る
一
研
究

に
過
ぎ
や
、
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
そ
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。

街
ほ
、
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
は
貸
借
針
照
表
に
記
載
せ
ら
れ
ざ
る

償
値
で
は
あ
る
が
、
秘
密
積
立
金
と
は
明
確
に
匿
別
し
怠
け
れ

ば
た
ら
友
い
。
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
は
財
産
債
値
を
決
定
す
る
揚
合

に
、
例
へ
ば
、
事
業
を
責
却
す
る
時
に
の
み
、
記
載
せ
ら
れ
、

通
常
の
曾
計
年
度
に
於
て
再
生
産
償
値
で
現
れ
る
こ
と
は
絶
封

IC 
R あ
り

個ヰ皐
月IJ ~J: 
'1~:1 )い

筋
一
一
の
慨
念
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
、
個
別
性
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の

存
在
は
、

そ
の
企
業
に
針
し
て
の
み
個
別
的
に
牧
径
が
蹄
属
す

る
と
い
ふ
乙
と
に
あ
る
。

と
れ
に
謝
し
て
、
集
園
的
成
果
影
響

要
素
な
る
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
。
印
ち
、

こ
の
要
素
に
よ
っ

て
‘
凡
ゆ
る
企
業
が
.
従
っ
て
多
数
の
異
る
企
業
が
利
益
を
享
受

す
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
集
圏
的
全
般
的
に
利
径
が
享
受
せ

ら
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
グ
ッ
ト
ヲ
ィ
ル
の
性
質
を
喪
失
す
る
。

従
っ
て
、
経
済
一
般
に
百
一
っ
て
牧
盆
に
影
響
を
及
ぼ
す
諸
力
、

例
へ
ば
景
気
の
影
響
、

一
時
的
或
は
織
績
的
の
商
業
部
門
会
般

の
超
過
牧
盆
、
立
地
或
は
原
産
地
表
記
等
は
、

と
L

に
い
ふ
ダ

第
三
十
八
巻

一』ノ、

第

獄

阿

O 

ッ
ト
ウ
ィ
ル
に
加
へ
ら
れ
な
い
r
。
然
れ
共
、
か
L
C市
諸
要
素
は
、

ダ
ッ
ト
タ
イ
ル
の
重
要
な
る
基
礎
を
形
成
す
る
と
と
、
郎
ち
、

ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
創
建
に
奥
っ
て
力
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

C 

S事
fJ5 
制
がJ
性別

、
ク
ッ
ト
ウ
ィ
ル
は
〈
何
回
口
町
宮
一

zgh

品目

D
R
E
F
岡
山
】
克
己
田
町

5
2
p
r
r
)円
〉

と
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
印
ち
、
持
働
、
そ
れ
は
企
業
内
に
て
生
産
忙
従
事
す
る
も

の
綿
亡
の
時
間
的
に
束
縛
さ
れ
た
弊
働
が
グ
ッ
ト
ヮ
，
A

ルh
b
L

生

ぜ
し
め
る
c

こ
の
こ
と
は
、
ダ
ッ
ト
タ
イ
ル
が
弊
働
集
約
的
経

替
に
於
て
、
第
一
に
形
成
さ
れ
る
と
と
を
知
れ
ば
明
か
で
あ
ら

う
。
か
く
て
、
第
三
の
特
徴
と
し
て
、
持
働
制
約
船
が
あ
げ
ら

れ
占
な
け
れ
ば
友
ら
友
い
。

D 

耳瓦
百I
上
Uフ

ゴド
3萄
立
性10)

ク
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
狗
立
牲
と

か
非
瀦
立
性
と
か
ピ
問
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
商
法
及

び
税
法
で
、
そ
の
貸
借
封
照
表
記
載
能
力
或
は
貸
借
針
照
表
記

載
義
務
が
問
題
と
せ
ら
れ
た
こ
と
に
初
ま
る
o
併
し
、
グ
ッ
ト
ワ

イ
ル
が
創
建
せ
ら
れ
た
企
業
か
ら
離
れ
て
濁
立
に
、
評
使
、
賓

却
、
譲
渡
が
注
し
得
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
、
む
し
ろ
、
否

J ndividualitat 
工法istungsbedingtheit 
Aτ'beitsbedingtheit 
Nich tselbstandigkei t in Verl..ehr. 



定
き
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
如
何
左
る
揚
合
で
も
、
ゲ
ヲ
ト
ウ
ィ

ル
は
、
そ
れ
だ
け
を
離
し
て
申
立
的
客
観
的
に
評
債
の
可
能
た

る
も
の
、
従
っ
て
濁
立
せ
る
も
の
で
は
あ
り
得
友
い
。
即
ち
、

グ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
は
無
形
的
ぜ
あ
り
、
不
可
量
的
性
質
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
附
提
せ
ら
れ
る
限
り
、

こ
の
非
樹
立
性
が
概
念
構

成
の
特
徴
と
し
て
皐
げ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ね
。

か
く
て
又
、
グ
ッ

ト
ウ
ィ
ル
の
ト
レ
ー
が
!
と
の
不
可
分
的
閥
係
が
決
定
的
と
た

る
。
而
し
て
、
グ
ッ
ト
ウ
1

1

y

の
ト
レ
1

ガ
ー
を
明
献
に
認
識

す
れ
ば
、

一
方
に
於
て
、
ダ
ザ
ト
ウ
ィ
ル
の
非
濁
立
性
、
邸
ち

非
譲
渡
性
が
、
他
方
に
於
て
、
そ
れ
だ
け
を
分
離
し
て
客
観
的

に
許
償
ず
る
こ
と
の
不
可
能
な
る
性
質
(
不
可
量
財
)
が
明
か
に

せ
ら
れ
る
。

ロ
、
ゲ
ヴ
ト
ウ
4
ル
・
ト
レ

t
ガ
l
(

。。OLd--E昌
宏
『
)

か
く
て
突
に
問
題
と
た
る
の
は
、
グ
ッ
ト
ク
ィ
ル
が
閥
係
し

て
居
る
所
の
ダ
ヅ
ト
ク
ィ
ル
の
基
礎
或
は
ト
レ

l
ガ
ー
で
あ
る
。

乙
h
A

に
於
て
、
企
業
に
於
け
る
物
的
諸
力
並
に
慣
値
及
び
人
的

諸
力
並
に
償
値
が
問
題
と
な
る
。
物
的
左
も
の
と
し
て
は
、
就

中
組
織
{
内
部
組
織
及
び
販
費
組
織
、
夏
好
な
る
市
場
閥
係
及
び
最
少

グ
ァ
ト
ウ
ィ
ル
に
閥
ナ
る
一
研
究

費
用
)
が
あ
る
。

商
務
及
び
経
費
給
付
そ
れ
自
慢
も
亦
第
-
位

に
来
る
グ
ッ
ト
タ
イ
ル
の
ト
レ

l
ガ
ー
で
あ
り
、
得
意
先
の
好

そ
れ
あ
る
震
に
取
引
を
培
し
、
牧
径
を
暗
唱

感
、
及
び
信
頼
も
、

す
限
り
、
グ
ヅ
ト
ワ
イ
ル
・
ト
レ
ー
が
!
と
見
倣
さ
れ
る
。

ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル
に
針
す
る
人
的
基
礎
と
た
る
も
の
は
、
企
業

者
、
枇
員
、
及
び
惜
労
働
者
の
利
従
獲
得
技
能
、
特
に
一
定
の
経

験
及
び
能
力
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ト
レ

I

do--h川
区
司

c
t
助
く
肝
円
一
、
或
主
企
業
ひ
た
め
に
働
〈
羽

Li--一
p

i

t

h

-
〈

一

|

{

i

J

1

の
主
償
却
ち
人
間
で
あ
る
。

向
ほ
ゲ
ッ
ト
ワ
イ
ル
に
と
っ
て
、

ト
レ
ー
が
ー
と
し
て
通
常

問
題
と
た
る
の
は
、
企
業
に
属
す
る
部
分
(
人
及
び
物
)
に
限
る

と
と
に
注
意
し
友
一
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

ま
た
、
グ
y

ト
ワ
イ
ル
・
ト
レ

l
ガ
l
は
貸
借
封
照
表
に
綿
て

が
記
載
さ
れ
得
る
も
の
で
た
く
、
記
載
さ
れ
る
の
は
、
そ
の

部
分
に
過
ぎ
な
い
。

故
に
、

貸
借
針
照
表
か
ら
出
議
す
る
限

り
、
企
業
の
附
加
的
慣
値
を
貸
借
針
照
表
に
記
載
さ
れ
る
物
及

び
櫨
利
に
分
配
せ
ん
と
す
る
分
配
理
論
を
以
で
し
て
は
、
積
極

的
結
論
陀
達
し
得
な
い
と
と
を
知
る
。
グ
ッ
ト
ク
ィ
ル
の
複
合

第
三
十
八
巻

第
二
貌

四

ム
ノ、

Ein isoliel t neutm.t llnd objektiv bewertbaro2~i ~Jnd daher ein selLs.tandiges 
Etwas. 
グヅ l・ウイノレの摺ひ手又は招来者
Zuteilungstheorie. 
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膝
11
爆
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戦
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ト
ム
-
t
-
守
主
ピ
盛
~
時

11基
書
式

評
債
の
時
製
剤
E
倒
し
て
の
説
明

1
1) 

ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
企
業
総
髄
償
値
IC
封
す
る
闘
l革

1) 

静
慣
の
時
匙

一
一
→
将
来
(
時
間
的
束
樽
)

故
盆
依
存
i買
値
友
ぴ
費
問
慣

値(
傑
件
付
貸
借
封
照
表
債
1直
)

資
本
還
元
さ
れ
た
る
、
卸
ち

計
算
さ
れ
た
る
刑
j盆
可
能

性
、
そ
れ
は
企
業
に
束
線
せ

ら
れ
て
活
号
、
!
:
:
.
)
.
~
主
観
的

に
白
争
語
，
t貢
<>i
尋
ー
も
υ

過
去
←

縄
罰
的
貸
遭
撃
す
照
表
情
値

中
立
的
直
接
的
に
許
債
の
可

能
な
、
無
形
財
並
に
有
形
財
、

そ
れ
ら
は
、
取
引
能
力
あ
る

こ
と
で
寅
憶
性
が
奥
へ
ら
れ

る

纏
誼
慣
値
、
市
場
性
J
¥
l
(
盆
債
値
と
し
て
算
定無
品
財

貸
借
謝
照
表
品
能
力
な
し
(
商
法
)

貸
借
封
j照
表
記
載
義
務
な
し
(
税
法
)

そ
れ
は
、
計
算
的
に
詮
し
得
る
費
用

を
支
繍
?
て
獲
得
し
た
る
も
の
に
あ

ら
ざ
る
限
リ
に
於
て
不
可
量
財

故
3
1
ニ
関
係
せ
ざ
る
も
の
放
盆
に
閣
僚
せ
る
も
の

(
時
間
に
束
輔
さ
れ
た
推
定
積
i直
)
(
時
聞
に
束
縛
さ
れ
た

費
用
に
彰
響
を
及
if
す
債
値
=
費
推
定
債
1直
}

別
償
値
(
櫨
能
、
責
務
、
立
地
)
肱
盆
債
値

有
形
財

占財
i
 

i
 
貸
借
聖
母
照
表
記
載
能
力
あ
り

|
櫨
|
科

貸
借
封
探
表

ゲ
ッ
ト
ウ
t
ル

企
業
健
櫨
蘭
値

11
盆盆い一

111

W)一段取載と)一関

川村的一過過記製量一にの

|抑国ム超越地乙如上物も

師団集一気門産指が一産る

柑(「景部原(ふ一生す

労
働
制
約
的

(
個
別
的
)

t骨
毎
的

夕
立
土
土
i
!
レ

」
J
!
 
??2
闘
す

生
産
物
に
閥
↓

る
も
の

ー札口lZ
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物
を
種
々
の
グ
ヅ
ト
ク
ィ
ル
・
ト
レ
ー
が

l
k
分
つ
こ
と
は
可
能

で
あ
ら
う
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル
・
ト
レ

l
ガ

l

の
貸
借
針
照
表
記
載
能
力
に
規
定
さ
る
L
所
な
〈
行
は
れ
友
け

れ
ば
た
ら
た
い
。

川
、
ゲ
ツ
ト
ゥ
，
q

ル
の
企
業
綿
檀
煙
筒
に
封
ナ
る
関
係

A
、
不
可
量
的
及
、
貸
借
割
問
表
記
載
能
力
宏
き
、
持
務
制

約
的
牧
谷
慣
値
と
し
て
の
ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル

企
業
の
綿
韓

慣
値
乞
凶
解
的
に
分
析
す
れ
ば
前
月
第
一
夜
の
如
〈
で
あ
り

こ
れ
に
よ
っ
て
、
説
明
に
代
え
得
る
。

B
、
資
本
還
元
さ
れ
た
る
利
袋
可
能
性
と
し
て
の
グ
ッ
ト
ク

イ

Jレ

'
時
黙
を
考
慮
に
入
れ
L
ば
、
グ
ッ
ト
タ
イ
ル
は

資
本
還
元
せ
ら
れ
た
る
利
盆
可
能
性
と
し
て
現
れ
る
。
印
ち
、

そ
れ
は
静
的
に
見
ら
れ
た
る
貸
借
封
照
表
用
語
に
よ
れ
ば
、
山
間

ほ
賞
現
性
た
き
、
少
ぐ
と
も
街
ほ
寅
現
せ
ら
れ
た
か
っ
た
利
盆

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

園
解
H
は
取
引
能
力
を
も
っ
と
い
ふ
と
と
の
外
に
、
中
立
的

直
接
的
評
償
可
能
性
を
も
つ
も
の

L
貸
借
謝
照
表
償
値
の
み

が
、
寅
掴
町
船
を
も
ち
得
る
こ
と
を
数
ふ
る
。
企
業
に
束
縛
さ
れ

グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
に
闘
ナ
る
一
研
究

た
推
定
償
値
と
し
て
の
、
郎
ら
資
本
還
元
さ
れ
た
利
盆
可
能
性

と
し
て
の
汲
生
的
ダ
ッ
ト
ク
ィ
〉
は
決
し
て
賞
韓
性
を
も
ち
得

な
い
。
ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル
が
物
化
さ
れ
る
傾
向
と
い
ふ
と
と
も
亦
、

本
質
的
な
ら
ざ
る
も
の
L
誤
認
で
あ
円
。
。

c、
慣
用
語
の
意
味
に
於
け
る

A
C詰
己
記

2
2
2
〉
と
し
て

の
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル

嗣
解
I
の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、

ッ
ト
ウ
ィ
ル
は
、
時
間
的
に
拘
束
せ
ら
れ
た
推
定
償
値
で
あ
る

所
の
、
そ
し
℃
個
別
的
な
持
働
制
約
性
に
内
在
せ
る
所
の
y小一時

量
的
に
し
て
而
も
牧
徒
に
依
存
す
る
財
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

従
っ
て
、
ゲ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
は
貸
借
針
照
表
記
載
能
力
友
き
無
形

財
の
一
部
で
あ
る
と
同
時
に
他
方
、
先
づ
敬
盆
に
闘
係
せ
ざ
る

費
用
償
値
が
除
外
せ
ら
れ
、
夏
に
持
働
に
制
約
せ
ら
れ
ざ
る
牧

盆
償
値
が
除
か
れ
る
。

所
が
ド
イ
ツ
大
蔵
省
及
び
各
文
献
に
於
て
は
、
貸
借
針
照
表

記
載
能
力
友
き
無
形
財
の
金
剛
躍
を
〈

C
g円

rzzzvと
解
し
、

こ
の
の
リ
由

n
Z
E
dミ
O
ユ
を
ま
た
グ
ヅ
ト
ワ
イ
ル
と
'
同
一
蹴
し
た
。

が
吾
々
の
見
解
に
よ
れ
ば
.
ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル
は
か
L

る
用
法
の

。
自
門
広
『
釘
者
向
丹
の
一
部
に
過
ぎ
友
い
。

第
三
十
八
巻

第
二
披

一
四
三

六
一
五

dゲ

~eg~nsta~dseige.nschaft. 

濁乙大蔵省の見解は之と金〈反謝である"， ;fH賞取得のもの Lみが貧骨量性をも
っ とする。"
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15) 



グ
ブ
ト
ウ
イ
ル
に
閥
ず
る
一
研
究

町
、
ゲ
ツ
ト
ウ
4
ル
概
念
の
消
極
的
限
界

次
に
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
概
念
の
消
極
的
限
界
に
つ
い
て
遮
ぺ
な

け
れ
ば
及
ら
泣
い
。
そ
の
第
一
は
牧
盆
に
闘
係
せ
や
、
貸
借
劉

照
表
記
載
能
力
た
き
無
形
財
で
あ
っ
て
、
そ
の
存
在
が
躍
に
費

用
側
か
ら
明
か
に
せ
ら
れ
る
が
放
に
費
用
償
値
に
上
つ

τ
記
載

6
 

さ
れ
る
も
の
で
る
り
、
去
の
第
二
は
〆
ツ
ト
ウ
ィ
ル
と
は
給
油
1

ら
れ
な
い
所
の
の
3
門
町
誌
男
性
向
・
な
る
無
形
的
財
質
強
合
酬
明
で

あ
っ
て
、
牧
盆
ビ
直
接
に
影
響
を
奥
へ
る
が
、
惟
労
働
に
闘
係
し

な
い
所
の
時
間
的
に
拘
束
せ
ら
れ
た
推
定
慣
値
で
あ
る
。

景
気
好
調
に
よ
っ
て
培
大
せ
る
牧
益
は
、
附
加
的
牧
盆
で
る

る
だ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
之
は
個
々
の
企
業
に
劃
す
る
の
み
た

ら
や
，
、
企
業
金
憶
に
勤
し
て
生
じ
、
而
も
と
の
超
過
牧
径
は
券

働
に
闘
係
た
く
生
や
る
。
放
に
こ
与
に
い
ふ
グ
ヅ
ト
ウ
ィ
ル
か

ら
除
か
れ
な
け
れ
ば
た
ら
お
。
景
気
が
悪
く
友
れ
ば
、
超
過
牧

盆
も
亦
、
人
的
生
産
能
力
に
無
闘
係
に
低
減
す
る
3

景
気
が
頂

総
に
あ
れ
ば
、
超
過
牧
盆
が
培
し
、
阿
部
門
の
新
し
い
企
業
の

設
立
を
刺
銭
じ
、
供
給
が
増
し
、
債
絡
が
低
落
し
、
従
っ
て
附

加
的
超
過
牧
盆
は
友
く
怠
っ
て
し
ま
ふ
。
併
し
乍
ら
、
企
業
家

第
三
十
八
巻

六
一
六

第
二
披

四
四

的
優
秀
た
る
技
届
刊
を
以
て
そ
の
競
争
者
を
撃
退
し
得
る
も
の
に

は
、
倫
ほ
給
付
能
力
に
よ
る
超
過
牧
袋
は
培
大
し
て
く
る
。
か

く
て
資
本
還
元
さ
れ
た
る
超
過
牧
益
の
総
て
が
、

グ
ッ
ト
ウ
ィ

ル
を
示
す
も
の
で
は
危
い
こ
と
を
知
る
。

企
業
の
立
地
に
つ
い
て
も
、
従
来
ゲ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
の
定
義
に

対
し
て
重
要
綱
せ
ら
れ
、
皮
，
R

取
り
入
れ
ら
れ
て
居
る
。
例
へ

は
停
期
間
所
の
新
設
、
市
街
軌
道
の
敷
設
等
は
個
人
商
業
に
掛
し

て
、
得
意
先
を
増
大
し
、
超
過
牧
お
を
も
宛
ら
す
で
あ
ち
ろ
叩

従
っ
て
そ
れ
は
グ
ザ
ト
ワ
イ
ル
、
特
に
《
∞

Eι0円高
gι
宅炉一一
V

を
形
成
す
る
止
漣
べ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
.
と
れ
は
謀
れ
る
主

張
の
如
く
で
あ
る
。
経
費
外
部
の
要
素
に
よ
っ
て
立
地
が
よ
〈

左
っ
た
こ
と
は
、
直
接
に
財
産
増
慣
に
織
込
ま
れ
て
居
り
、
自

己
資
本
費
用
の
晴
加
せ
る
揚
合
に
、
成
呆
計
算
に
何
等
積
極
的

影
響
を
惹
き
起
さ
な
い
一
回
限
り
の
或
は
継
観
的
た
財
産
牧
入

と
同
様
に
作
用
す
る
。
五
口
L
H

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
立
地
は
財
産

償
値
調
節
器
と
し

τ、
ダ
P

ト
ク
ィ
ル
に
何
等
の
闘
係
を
も
ち

得
た
い
。
こ
れ
、
特
に
左
地
の
良
化
が
賃
貸
経
替
に
及
ぼ
す
影

響
を
見
れ
ば
明
か
で
あ
る
。

例へぽ、地方公定率によりキ自動的に割安なる賃i緩(立地)、競争協定、長期契
約申合せ等。
例へば、最無とか原産地記載等。

16) 

17) 



v、
消
極
的
ゲ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
と
積
極
的
ゲ
ヴ
ト
ウ
ィ
ル

閥
解
に
示
さ
れ
る
如
く
、
苔

A
、
消
極
的
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル

々
は
グ
ッ
ト
タ
イ
ル
を
消
極
的
〆
ッ
ト
タ
イ
ル
と
積
極
的
ダ
ッ
ト

ク
ィ
ル
と
に
分
つ
。
消
極
的
グ
ヅ
ト
ワ
イ
ル
と
い
ふ
と
と
は
そ
れ

あ
る
無
形
的
不
可
量
.

自
髄
矛
盾
の
如
〈
に
思
は
れ
る
。
併
し
、

物
に
し
て
、
企
業
の
牧
続
を
悪
化
せ
し
め
、
五
ロ
々
の
前
に
現
象

す
る
形
に
於
て
、
積
極
的
ク
y

ト
ク
ィ
ル
と
同
様
の
委
を
去
る

?
そ
の
比
一
に
、
牧
ヘ
℃
淵
倒
的
。
ク
ッ
ト
ム
ワ
イ
ル
と
呼
ぶ
1

1
も

の
が
存
在
す
る
。
賓
例
を
示
せ
ば
明
か
で
る
ら
う
η

例
へ
ば
、

〈
不
潔
〉
で
あ
る
と
い
ふ
評
判
を
一
度
受
け
た
ホ
テ
ル
は
、
経
替

者
が
代
っ
て
、
賓
際
に
清
潔
と
た
り
、
料
理
も
上
等
で
而
も
安

債
で
あ
っ
て
も
、
公
衆
は
、
そ
の
ホ
テ
ル
に
寄
り
付
か
や
、
従

つ
℃
引
き
績
き
牧
径
は
減
少
し
、
粧
品
両
者
は
こ
の
消
極
的
グ
ッ

ト
タ
イ
ル
に
悩
さ
れ
る
揚
合
と
か
、
従
前
悪
質
な
り
と
銘
を
う

た
れ
た
商
品
が
、
そ
の
後
良
質
に
友
っ
て
か
ら
も
、
購
買
者
は

輩
純
に
そ
れ
の
購
入
を
嫌
ふ
ゃ
う
左
揚
合
等
が
之
で
あ
る
。
但

し
、
消
極
的
グ
ッ
ト
タ
イ
ル
の
存
在
は
、
常
該
企
業
の
会
館
の

牧
益
性
〈
積
極
的
或
は
消
極
的
)
に
金
〈
依
存
し
な
い
こ
と
に
注

グ
ヅ
ト
ウ
ィ
ル
に
閥
ナ
る
一
研
究

意
し
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。

B
、
積
極
的
ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル

積
極
的
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
は

つ
に
、
郎
ち
、
経
符
内
部
的
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
と
経
常
外
部
町
ク
ッ

ト
ワ
イ
ル
と
に
分
た
れ
る
。

ィ
、
経
常
内
部
的
、
ク
ッ
ト
ウ
ィ
ル

経
時
内
部
的
ク
ァ

ト
ワ
イ
ル
と
は
継
い
倒
的
能
動
的
経
皆
活
動

に
よ
っ
て
の
み
賓
現
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
。

ル
つ
長
原
土
淫
叫
イ
h
jし
六
、

f
h
h
'
y
j

c
w
J
q
L
I
l
l
i
-
-
1
;
l
 

従
つ
ど
こ
の
ク
γ
L
「
』
J
r

，f
z
 

れ
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。

a 、

主
植
に
iIJIJ 
(fJ 
さ
る
L 
ク4

ツ

ワ
イ
ノレ20)

そ
の
第
一
に
皐
げ
ら
れ
る
ダ
ッ
ト
ク
ィ
ル
・
ト
レ
ー
が

l
は、

経
管
内
に
於
で
前
動
ず
る
所
の
肉
慌
的
人
間
で
あ
る
。

次
い

で
、
成
義
に
於
け
る
経
管
組
織
も
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
恭
礎
と
な

り
、
従
っ
て
、
組
織
に
制
約
さ
れ
る
ダ
ッ
ト
ワ
イ
ル
が
認
め
ら

れ
る
。
よ
く
活
動
し
、
調
和
の
と
れ
た
生
産
能
力
あ
る
使
用
人

及
び
持
働
者
(
遁
材
遁
所
)
、
特
に
狗
特
の
吸
引
力
を
も
っ
個
性

の
如
き
が
こ
れ
に
属
す
る
。

b 

組
織
に
iJll] 
約
さ
る
L 

ク
少

ウ

Jレ}

第
三
十
八
巻

第
二
披

一
四
五

六
一
七
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グ
ッ
ト
ゥ
，
q

ル
に
関
ナ
る
一
研
究

一
一
吉
に
し
て
い

近
時
の
経
替
経
済
閣
申
書
に
於
て
、

へ
ば
、

入
国
内
門
ユ

o
t回
F
E
B。ロ
5
V
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る

(
経
瞥

組
織
)
。
個
h

の
内
面
的
に
し
っ
く
り
し
て
居
る
作
業
揚
の
如

き
之
で
、
非
常
に
勝
れ
た
生
産
能
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
夏

に
ま
た
、
個
別
的
合
目
的
的
工
程
及
び
持
働
方
法
、
特
別
な
経

器
献
況
に
矧
合
せ
る
販
衰
組
織
、
市
揚
介
析
に
劃
す
る
特
有
の

知
識
等
も
と
れ
に
算
え
ら
れ
み
(
取
引
組
織
〉
。

ロ
、
経
管
外
部
的
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル

経
営
外
部
的
，
ク
ッ
ト
タ
イ
ル
が
経
轡
内
部
的
の
も
の
と
匝
別

せ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
根
源
が
粧
管
外
に
、
従
っ
て
市
場
に
存

在
す
る
黙
で
あ
る
。
と
の
ゲ
ヅ
ト
ワ
イ
ル
は
一
般
公
衆
か
ら
、

営
該
企
業
に
附
興
せ
ら
れ
る
も
の
で
商
務
に
針
す
る
信
頼
、

定
の
表
記
の
下
に
知
ら
れ
て
居
る
生
産
物
に
封
ず
る
絶
え
ざ
る

需
要
と
し
て
現
れ
る
。
従
っ
て
次
の
二
つ
に
こ
れ
を
分
ち
得
・

る

乱
、
商
就
に
結
び
つ
け
る
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル

b
、
生
産
物
或
は
給
付
に
結
び
つ
け
る
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル

と
れ
等
の
グ
ッ
ト
ク
ィ
ル
の
作
用
す
る
方
向
を
闘
示
す
れ
ば

第
三
十
八
巻

大
一
八

第

披

問
中
ノ、

突
の
如
く
で
る
る
。

↓

H

讃
噂
苫
出
明
p
d

、、T
q
4
F
耳
学
設
計
一
置
ヤ

一

讃

喰

一

一
」
怖
い
尚
一

一副れ
ιlJ

↓ 

ヨb

若宮

議
噂
半
時
胃
E
d
h
v
，t
T
q
4
、工
H
苫
諜
『
H
E
ト
d

U

A

l

↑

〈

砂

川

附

〉

一

一
一
一
樹
詩

7
一

一

F同」↑一

ゐ窓会車
吋
司

護世

H
U

、
ゲ
ツ
ト
ウ
イ
ル
と
企
業
の
綿
牧
盆

突
に
、
，
ク
ッ
ト
ク
ィ
ル
に
基
〈
牧
盆
部
分
と
企
業
の
総
牧
盆

或
は
そ
の
牧
盆
性
と
の
聞
の
闘
係
に
つ
い
て
、
建
ぺ
』
な
け
れ
ば

友
ら
友
い
。
吾
，
n
の
見
解
に
従
へ
は
、
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
は
利
益

を
象
げ
る
企
業
の
み
友
ら
や
、
損
失
を
示
す
企
業
に
於
て
も
等

し
〈
存
在
す
る
も
の
と
忠
ふ
。
邸
ち
、
た
ピ
附
加
的
牧
相
続
力
の

存
在
が
決
定
的
の
要
件
を
友
す
も
の
で
あ
る
。
グ
ッ
ト
タ
イ
ル

は
利
径
経
替
に
於
て
は
牧
谷
性
を
増
加
し
、

こ
れ
に
反
し
て
損



失
経
瞥
忙
於
て
は
揚
失
を
減
少
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

A

、
時
に
不
描
史
的
性
質
を
も
っ
、
成
果
貫
現
要
素
と
し
て
の

ゲ
ッ
ト
タ
イ
ル

ゲ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
作
用
は
企
業
組
織

等
し
い
揚
合
同
札
句
曾
計
年
度
に
於
て
、
多
少
恒
問
的
性
質
を

も
つ
。
如
何
な
る
揚
合
で
も
、

グ
ッ
ト
・
ワ
イ
ル
・
ト
レ

l
ガ
ー
が

企
業
内
に
保
れ
て
居
る
限
り
、

グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
饗
化
は
長
期

的
波
動
を
お
す
に
過
ぎ
泣
い
。

グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
を
強
ぐ
維
持
し

て
間
同
る
企
業
が
、
景
気
関
央
日
よ
っ
て
数
年
間
保
夫
佐
一
不
し
、

結
局
破
産
に
陥
っ
た
場
合
で
も
、
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
は
依
然
存
在

し
て
居
る
。

利
益
精
進
要
素
と
し
て
の
グ
ヅ
ト
ワ
イ
ル

れ
・
カ
耕

き
値
の

約
債
他

制
盆
h
~
盆

に
牧
ピ
牧

働
る
生
白

勢
ぎ
ら
で

物財及び櫨利か
らの牧盆

C 

a 

グ
ァ
ト
ウ
ィ
ル
に
閥
ナ
る
一
一
附
先

A

、
損
失
粧
替
に
於
け
る
ク
ッ
ト
ウ
ィ
ル

損
失
減
少
姿
業
と
し
て
の
ゲ
ヅ
ト
ウ
ィ
ル

グっトウィノL牧盆

その他の労働に制約きれ
ざ ~J 牧主主債値か b <D~主主主

物財及び櫨刊からの牧盆

←ー←U

企
業
の
牧
谷
憤
値
に
つ
い
て
、
認
識
し
た
る
則
を
卒
商
聞
に

楠
珊
牧
盆

て
示
せ
ば
、
次
の
如
〈
で
あ
る
。

第
三
十
八
巻

九

第

Z寓

一
一
四
七



破産

グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
に
閲
す
る
一
研
究

企
業
縛
憾
償
値

財

)

債

↓

載

利

盆

一

記

櫨

収

一

表

ぴ

る

一

照

及

す

一

封

財

周

一

借

物

分

一

貨

(

に

値

-

、h
t
t
f
!
t
L
l
i
l
t
-
f
J

一

時間

制一一躍

斯
〈
て
、
賓
際
上
か
ら
も
、
資
本
還
元
さ
れ
た
る
超
過
牧
益

¥)!???iiii 

が
存
在
し
・
た
い
時
、
或
は
積
極
的
収
益
が
最
平
や
存
在
し
得
友

い
時
に
も
、
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
は
存
在
し
得
る
と
と
を
知
る
。
換

昔
目
す
れ
ば
、
損
失
の
生
や
る
場
合
に
も
、
グ
ヅ
ト
ウ
ィ
ル
は
存

在
す
る
と
主
張
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
グ
ッ
ト

第
三
十
八
巻

ノ、

O 

第

競

四
戸、

ク
ィ
ル
は
資
本
還
元
せ
ら
れ
た
超
過
牧
谷
の
存
在
す
る
と
と
に

よ
っ
て
寄
在
し
、
資
本
還
元
さ
れ
た
る
超
過
牧
径
と
同
腕
す
る

命
題
は
誤
で
あ
る
と
見
泣
け
れ
ば
友
ら
怠
い
。
だ
か
ら
、
吾
冷

は
資
本
還
元
さ
れ
た
る
超
過
牧
径
と
い
は
や
し
て
、
附
加
的
牧

ハ
仕
と
い
ふ
所
以
も
と
L
に
あ
る
。
附
加
的
牧
徒
は
、
弁
務
制
約

的
超
過
牧
径
と
し
て
.
物
財
及
び
権
利
か
ら
生
や
る
民
常
以
下

の
牧
釘
』
r秘
え
る
部
八
J

に
附
加
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論

そ
の
揚
合
に
グ
り
ト
ワ
イ
ル
は
資
本
還
元
さ
れ
た
る
牧
盆
債
値

と
し
て
再
生
産
償
値
を
超
え
る
必
要
の
た
い
乙
と
は
い
ふ
ま
で

も
な
い
。

む

す

ぴ

以
上
、
グ
ロ
ス
7

ン
教
授
の
グ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
に
闘
す
る
研
究

を
概
略
乍
ら
紹
介
し
た
。
と
の
論
文
に
於
て
、
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル

友
る
も
の
k
概
念
内
容
が
特
に
所
謂

。g円
『
同
町
田
唱
命
立
と
の
相

達
、
従
っ
て
ダ
ッ
ト
タ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
も
の
主
範
圏
、
褒
生

原
同
等
に
つ
き
、
従
来
設
か
れ
て
居
る
も
の
よ
り
精
密
に
規
定

さ
れ
て
居
る
と
と
は
注
目
に
値
し
、
参
考
に
怠
る
と
考
へ
る
。

併
し
乍
ら
、
向
段
五
口
々
の
要
求
す
る
離
が
あ
ま
す
所
左
〈
解
明



さ
れ
て
居
る
と
は
忠
は
れ
や
、
批
判
さ
る
べ
き
徐
地
を
残
し
て

居
る
や
う
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
貼
を
指
摘
す
れ
ば
、
牧
盆
の

概
念
規
定
、
特
に
純
損
失
の
生
や
る
企
業
に
於
け
る
揚
合
の
不

鮮
明
、
ク
ッ
ト
ウ
ィ
ル
と
ダ
ッ
ト
ウ
ィ
ル
・
ト
レ

l
ガ
!
と
の
闘

係
並
に
附
加
的
牧
径
と
の
闘
係
に
つ
い
て
の
根
本
的
規
定
、
グ

少

F
ワ
イ
ル
の
概
念
規
定
に
闘
し
て
種
々
の
僚
件
が
あ
げ
ら
れ

て
居
る
が
、
何
故
に
か
ミ
る
僚
件
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば
左
ら
左

い
か
、
一
向
し
亡
也
そ
れ
は
む
し
ろ
第
三
の
問
題
E
あ
っ
て
、
更
に

根
本
的
に
は
グ
ヅ
ト
ワ
イ
ル
の
存
在
を
認
め
ね
ば
な
ら
や
J

、
ま

た
認
む
る
こ
と
を
要
求
す
る
歴
史
的
枇
曾
的
闘
係
の
解
明
、
夏

に
ま
た
、
狽
占
と
の
聞
係
に
つ
い
て
の
究
明
の
歓
除
並
に
剰
徐

慣
値
生
産
及
ぴ
寅
現
過
程
に
於
け
る
グ
ッ
ト
ワ
イ
ル
の
作
用
、
グ

ザ
ト
ウ
ィ
ル
の
本
質
的
償
値
論
的
展
開
の
快
除
等
が
特
に
そ
の

著
し
き
結
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
、
本
稿
に
於
て
は
、
私
見
を
渇
ペ
ヂ
、
間
早
に
紹
介

を
た
ず
に
止
め
、
批
判
は
他
日
に
譲
り
た
い
と
思
ふ
。

〈
一
九
三
三
、
一
一
)

木
邦
製
紙
業
に
於
け
る
混
合
企
業
と
単
純
企
業

~ F 


